
伝統ミサ。それは数えきれない霊魂を養い、長い間、カ
トリック教会と世界を豊かにしてきたもの。この伝統ミ
サを認めるカトリック信者も非カトリック信者も参加し
た運動を、私たちは拡大しています。



「伝統ミサを守ろう」運動について

私たちは伝統的典礼（ミサ）で経験したことを分かち合いたいと思っています。伝
統的典礼（ミサ）は長い間にわたって多くの聖人を養い、今日においてもカトリッ
ク教会中で、教え育てる霊魂の数を増やし続けています。様々な背景を持ったカト
リック信者がこのミサを価値あるもの、宝物であると考える理由、多くの非カト
リック信者がその美と荘厳さに刺激をうける理由を分かち合いたいと思います。こ
のミサは私たちの欠かすことのできない集合的遺産であり、守らなければなりませ
ん。

教皇フランシスコが公布した文書『トラディチオーニス・クストーデス』に私たち
は驚き悲しませましたが、バチカンの典礼秘跡省の最近の回答はさらに驚き悲しん
でいます。これらの動きが教皇フランシスコの前任者である、聖ヨハネ・パウロ二
世及びベネディクト16世の行った深い関与や約束と合致しているとは考え難いです。

霊的には教皇ベネディクト16世による恩恵、つまり彼の自発教令『スンモールムポ
ンティフィクム』により、伝統ミサ及び伝統的な秘跡執行を望むローマ典礼に属す
るすべての司祭を励ましたもの、に与りながら、私たちは教皇フランシスコと調和
することを続けたいと思っています。

「旧来のミサ典礼書の使用usus antiquior」が広く一般に受け入れられることで、
教会の中には癒しが生まれています。それにより、多くのカトリック信者がキリス
トと、母である教会の心に近づくことができています。特に過去にその牧者から見
捨てられたと感じた人々との和解に役立っています。カトリック信者を追い払うど
ころか全く反対に、伝統ミサは多くの人々が教会の心で考えることを助け、第二バ
チカン公会議を真正な公会議であるとし、教皇パウロ6世の典礼をイエスキリスト
のいけにえが真に再現されているものとして認めています。
私たちはまた、伝統ミサがもつ美が失われるかもしれないと考えて悲しくなってい
ます。伝統ミサは1500年前から耳を傾け受け入れられ、長きにわたり、芸術、文
学、音楽、詩歌、建築の大作に刺激を与えてきたものです。伝統ミサと伝統的な秘
跡執行を徐々に禁止することまたは厳しい制限を課すことは、単にこの典礼様式で
常日頃、神に心を上げている多くのカトリック信者だけでなく、人類一般にとって
も、損失であると考えています。

何よりもまず、私たちの教皇フランシスコへの公開書簡をお読みいただき、お名前
を署名欄に連ねていただくことをお願いいたします。



教皇フランシスコ様

私たち、以下に署名する者は、伝統ミサ(旧来のミサ典礼書の使用) と付随する秘跡を守ること
を聖下に熱烈に願うものです。

伝統ミサは多くの人がカトリック教会に居場所を見つけることを助けています。多くの人々に
人生における新たにされた目的を与え、神の愛の明かりで多くの霊魂を照らしています。聖下、
これらの霊魂がカトリック教会の中で居場所があると感じつづけることを、どうぞお助けてく
ださい。

伝統典礼は息をのむほどに美しく、数えきれない人々の心を神に向けることに役立っています。
多くの若い人々や家族を含めた様々な、そしてしばしば疎外されてきたカトリック信者を惹き
つけています。伝統ミサにおける祈りにあふれる参加を通じて、多くの人々がイエスキリスト
とその教会と深く誠実な関係に導かれています。

数えきれないほどの霊魂、すなわち、司祭、修道者、あらゆる世代と文化を背景に持つ信徒を
代表して、私たちはお願いします。伝統的典礼が制限又は禁止された時、この人々たちは深く
傷つき、牧者たちによって除外され、捨てられたと感じます。国境、文化、時代を超えて信者
を一致させるのに役立つ典礼がもつ美しい多様性によって知られている伝統ミサがカトリック
教会において守られるための余地がみつかることを祈っています。

不肖ながらも私たちはお頼み申し上げます。伝統ミサを求める信者に教区司祭がそれを捧げ続
けられるようにしてください。また司教が新司祭を叙階する方法及びその民に堅信を施す方法
を自由に選ぶことができることを求めます。また「エクレジア・デイ」共同体が過去30年にわ
たり所持し、自身の憲章や創立文書に忠実であったように、神の民に奉仕し続けることを許し
ていただくよう、切にお頼み申し上げます。彼らがこのために一生をかけて誓ったのは、聖ヨ
ハネ・パウロ2世教皇とベネディクト16世教皇によって認可され追認されたカリスマを生きるた
め、教会とその牧者たちに賛同し、信じて疑わなかったからです。どうか、彼らの信頼が損な
われ、忠実さが拒絶され、その民が見捨てられるのをお許しにならないでください。

私たち、以下に署名する者はカトリック信者も、非カトリック信者もおり、カトリック教会に
おける典礼の多様な表現を守ることを支持することで一致しています。

教会の母、聖なるおとめマリアと教会の保護者である聖ヨゼフの庇護のもと、この請願を提出
いたします。

イエスの御名によって

公開書簡



①名前 ②苗字 ③メールアドレス

④電話番号 ⑤居住する市区町村 ⑥都道府県

⑦国名 ⑧職業

教会における役割
□ 聖職者 □ 司祭でない修道者
□ カトリック信徒 □ 非カトリック信者

□ はい、この意向のために毎日でも祈ります

□ はい、この意向のために日々の十字架・犠牲
を捧げます

署名する

（署名欄の記入方法）
・すべてローマ字入力すること。①名前、②苗字、③メールアドレスが必須項目。
・④～⑧は任意項目だが、署名の有効性を確かなものにするため、⑤～⑦は入力が望ましいと思われる。
・最後に「SIGN NOW」を左クリック
・クリック後に、寄付を募るページに遷移するが、寄付は任意。

Paul Miki PaulM@****.jp

ご記入例

Osaka Osaka

Japan

✓

✓

✓


